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良く知っていた)等の帰着を待つことにした。やがて大高氏らが帰られ、15 日に第二テラスを通

過された際に拾われたとの事、及びピッケル残置箇所にケルンを積んで来た等、お話を伺って前

記のピッケルを受け取る。帰途、中畑新道にて高原(三重大学山岳部)・毛利と会い、一緒に出合

まで下る。夜に入り再び相談した結果、今日探した本谷の様子、池の雪の少ないことなどから、

一刻も早くテントを又白池に移し、池をベ－スとして、本谷上部及び B 沢に捜索を集中すべきで

あることに意見一致し、明日全員にてテントを池に上げることにする。 

  7 月 18 日(快晴) 

 昨日に勝っても劣らぬ好天気である。朝食後直ちに荷物をまとめ、かなり重い荷となったが石

原國・今井両カメラマン?のモデルを兼ねながら正午少し前くらいに池に到着。テント設営後昼食

をとり、午後は休息とする。 

  7 月 19 日 (曇り時々小雨) 

 澤田の強硬な意見により、四峯明大ル－トに高原・滝川。新村ル－トに毛利・南川出発する。

石原國は C 沢の捜索をも兼ねて、インゼルより明大ル－トパ－ティに指示を与える。新村ル－ト

パ－ティは取付きが分からず澤田の本谷からの指示も空しく引き返す。常保・今井は五峯の側峯

に四・五のコルから取付きカメラを回す。石原國は C 沢経由でインゼルに出て、B 沢上部を観察

するも何も発見できず。明大ル－トを登った高原・滝川と四峯頂上で落合い、四・五の雪渓を下

る。帰途、本谷雪渓五峯下付近で毛糸手袋を拾う。毛利・南川・常保・今井は B 沢左の沢を登り

第三尾根に至ろうとするもならず。得ることなくして帰る。 

  天気も崩れかけて来たので、アタックは到底無理と考えられるので、明日は第二テラスまで登

ってみることにしてシュラフに入る。 

  7 月 20 日(曇のち雨) 

 毛利・高原・石原國・南川・今井は A 沢、第二尾根経由にて第二テラスに向う。V 字状雪渓よ

り石原國・南川は第一テラスを通って、毛利・高原・今井は雪渓を詰めて第二テラスに出る。第

二テラスにて若山の黒サ－ジオ－バ－手袋(下山後確認)とビバ－ク時のロ－ソク(石原確認)を拾

う。ピッケル残置地点をカメラに収め、手袋の発見地点にもケルンを積んで、その中にロ－ソク

を残して来る。A フェースを登ってみる予定であったが、カメラを回し終わった途端にすごい夕

立に痛めつけられ、がっくりして帰途に着く。第二尾根にて B 沢の捜索を済ませて空しく登って

来た滝川・常保と落合い、クラストした A 沢を危なっかしいグリセ－ドで下る。今日の捜索によ

り第二テラス及び第一テラス及びその下部の岩場には、発見の見込みはほとんどなし。B 沢の雪

解けを待って気長に探すしかないのではないかとの結論に達した。この雨が少しでも多くの雪を



流してくれるように、そして一日も早く発見できるようにと念じながら、後ろ髪を引かれる思い

にて、毛利・南川・今井下山する。中畑新道にて小坂(三重大学山岳部)に会う。雨の中をずぶ濡

れになって急いで下る。雨に濡れた道を滑り滑り駆け下りながら見る本谷の雪も、肩の荷を気に

しながら池に登って行った時に比べて、見る影もないほどに少なくなっている。一日も早く、少

なくともこの夏中に再びこの道を上がる日の早からんことを願いながら、バスの終車を気にしつ

つも振り返り振り返り前穂の辺りを眺めるのであった。 

  7 月 21 日～30 日 

  本谷・B 沢の捜索続けるも空し。  

 7 月 31 日(晴) 

 夏期の捜索のために池にテントを張ってから早くも半月以上の日が去ってしまった。一体いつ

まで…いつまで経ったら発見に至るのであろうか。学業の都合もあり、家庭の都合もあって、テ

ントの住人も入れ替わり立ち代わりで幾度そのメンバ－に変更があったであろうか。今日で 7 月

も終わりである。明日になれば最後のピッチを上げるべし。多数のメンバ－が到着する筈であ

る。クレパスに潜り滝を上って、今日まで続けて来た我々の報いは、日焼けした顔と伸び放題に

伸びた髪の毛だけなのであろうか…しかしながら今日も捜索は続けられていく。テントに日が差

し込むと同時に、朝食を済ませ、2 度目いや３度目かの本谷の捜索に向かう。石原兄弟は今日下

山することになっている。黒田・長谷川と共に中畑新道を下り、本谷を下部からもう一度探す。

最初の滝から黒田・長谷川下山する。石原兄弟は B 沢の滝まで行くが、何も得られず空しく引き

揚げる。池への帰途、本谷雪渓上部にて休憩中の雪稜山岳会の方に B 沢上部の注意をお願いす

る。15:00 頃、先記の雪稜山岳会の山川・本田両氏より B 沢上部にて若山の遺体を発見したとの

報せを受け、安堵の暇も無く石岡は直ちに連絡のため上高地に急行する。石原兄弟は早速現場ま

で登り、雪を掘って遺体を埋め、転落を防ぐためにハ－ケンを打ちビレ－した後、一応池まで帰

る。発見はされたものの現在の人数では如何することもならず、下からの人数到着を待って収容

作業に当たることに決定せざるを得ない。 

  神戸にて伊藤記 

  室と二人で明日出発する予定であったが、明日の昼汽車で行く位なら、今夜の夜行にしよう

と、大分天気も続いているから、ひょっとしたら今日あたり…と、22 時 40 分名古屋発の長野行

準急を約して別れた。19 時 30 分頃、出かけようとして靴を履いた時、電話のベルが鳴った。直

感的に上高地から?と受話器を取れば、果たして上高地よりの石岡からで、今日 B 沢上部で発見

されたから、塩三升とプロピルアルコール 3 本程を持って、直ぐ来てくれ、との事。我々の予感



と偶然に一致したこの報せに一種名状し難い感にうたれた。塩は間に合ったが、アルコールの方

がどうしても手に入らぬまま、後の諸連絡は澤田(兄、寿々太郎氏)に依頼して、室と共に家を出

た。 

  遂に発見されたと言う安堵と共に、遺体の様子が心配になり、どうして下ろすかがまた気にな

ってくる。近鉄諏訪駅で、下山した太田と車窓越しに会う。名古屋駅にて上高地に行かれる谷本

さん(八高山岳部父の先輩・名大医学部卒・内科医)とお会いし、車中同席する。発車間際になっ

て、三重大の中河先生(三重大山岳部顧問)・南川続いて澤田が、やっと間に合い、皆一緒になっ

た。谷本さんより、いろいろ遺体の処理のご指導を受ける。 

  8 月 1 日(晴) 

 朝 5 時。石原國は昨日の現状連絡のため上高地に急行する。上高地にはすでに昨夜連絡を受け

て神戸から伊藤・室・澤田兄、津から中河・南川、松本にて遺体発見を知って直ちに戻って来た

黒田・長谷川等が待機していた。直ちに伊藤・室・南川・石原國は池に向け出発する。 

  途中、新村橋のやや上流で、若山英太氏(若山家 4 男)と梓ちゃん(姉)に会い話している時、若

山富夫氏(若山家 3 男、跡取り)も来られ、遺体搬出方法を協議する。テントに居る石原兄の意見

を持って連絡に下りた石原國の報告「涸沢へ下ろすのが一番安全、かつ遺体に傷がつかず、涸沢

小屋をベ－スにしては?」も聞き、石岡の意見「静かな又白、松高ルンゼを経て、又白出合へ下ろ

して欲しい」も聞いたが、中々まとまらず、石岡は、「とにかく一任するから石原兄ともよく協議

して決めてくれ」とのことで、石岡・若山兄弟はテントへは上がらず、ひとまずホテルまで引き

返すことになる。先記 4 名が池へ上がることになり、15 時頃、池テントに到着する。遅れて澤

田が上がって来た。 

  石原兄より遺体の位置を聞かされ、はるか B 沢上部を望んで全員黙祷を捧げた後、搬出方法

の協議を行う。夕刻 18 時に至って、ようやく B 沢を下降し搬出することに決し、直ちに南川が

その旨連絡に下る。同日夜、三重大○(1 字不明)木先生、上高地に到着される。 

  8 月 2 日(晴) 

 8 時朝食後、石原兄弟・室は、遺体の降下収容をより迅速に、より安全に行わんがため、室・

石原國は B 沢を上り、下降の通路を選定し、必要な確保用のハ－ケンを打ちフィックス(岩場・

難所で安全確保のためにロープを固定したままにして置くこと)をしつつ現場まで行き、石原兄は

B 沢より良ければ C 沢にするため、C 沢の偵察をしながら現場まで行く。伊藤・澤田は本谷より

B 沢のスケッチ及び落石の看視と、その経路の確認に当たる。10 時頃、南川・長谷川の両名、テ

ントに来る。出合に意外なほど人数の少ないのに驚くと共に、後発隊の連絡如何と、心配になっ



てくる。14 時頃、フィックス完了し先記 3 名、池に帰って来る。17 時過ぎ、"アラョッ"の声と

共に松田がスノ－ボ－トを背負い、高井(兄)・新井・黒田・常保等が上がって来た。人員は揃っ

た。これでよし、非常に心強い。直ぐに協議を行い、明日早朝から遺体の搬出にかかり、B 沢松

高ルンゼを経て、出来るだけ早く下ろすことを決定する。今井・黒田連絡のため出合に下る。一

方、上高地の石岡・中河・鈴木・北川・岩佐及び親戚の方々は、出合まで上がり、明日の火葬の

準備を行う。尚、上高地ホテルのクレさん他 2 名の方々、及び営林署の方も火葬に用いる木材等

の伐採のため、出合付近まで上がって来てくださる。夕方より風強くなり曇ってくる。 

  8 月 3 日(曇一時夕立のち晴) 

 ややガスがかかっているが、別段作業にさしつかえることはなく、かえって落石を防ぐために

は好都合の天候である。6 時、石原兄弟・松田・室・高井・新井・南川・常保・長谷川の 9 名は

遺体を運ぶためのスノ－ボ－トを背に、池を出発する。同時刻、出合より石岡・中河・岩佐・黒

田・今井の 5 名は池に向け出発する。上記 5 名が池に到着した頃。先記 9 名は既にインゼル上部

に達しており、昨日打ったハ－ケンを頼りに、確実な足取りで登って行くのが見られた。時折晴

れるガスの合間を縫って、一つ又一つと落石の音が不気味に響いてくる。池に泊まった伊藤は本

谷上部のガレ場にて、搬出作業の記録と状況の撮影に当たる。 

  ちょうど B 沢が上部岩場からの落石の通路になっているため、作業は非常に危険な状態の下

で行われている訳である。正午少し前、上高地にテントを張っておられた名古屋大学山岳部の方

が 3 名応援のために上がって来られた。やや遅れて滝川が上がって来た。実習先からかけつけた

そうである。作業は、B 沢下部の二つの滝によって非常に難航したが、リ－ダ－石原兄の指揮の

下に着実に進行し、無事に二つの滝を降下して、13 時過ぎ、本谷上部のガレ場に達した。其処で

昼食を済ませて、池に居た他のメンバ－も加わり、本谷を松高ルンゼ降り口に向って一直線にト

ラバ－スしながら下降を続ける。折悪く猛烈な夕立に襲われ、全員ビショヌレになりながら、懸

命にザイルにしがみついていく。松高ルンゼ降り口に達した頃には雨も止み、上部からのビトン

あるいは木立によるビレ－に、急斜面ということも手伝ってか、下降の速度は急激に早まる。30

もしくは 40m のザイルいっぱいになるまで急下降させ、幾ピッチ続けたことであろうか…全員

疲れのためか、スピ-ドも下に行くほどなくなり、松高ルンゼ取付きへ着いたのは 21 時過ぎであ

った。取付きにて検視を行うとの事、全員あまりの空腹のため食事を摂り、再び本谷を下降す

る。真昼のような月の光と、ラテルネの光を頼りに、何の事故もなく難場を通り抜けたのであ

る。火葬場所に到着したのが 22 時を少し過ぎていた。既にあつらえられた祭壇の前に全員集合

し、しめやかな読経の声と共に、再び悲しみも新たに、今は亡き五朗ちゃんの霊安かれと祈りな



がら、永遠の別れを告げる。木の間からもれる月の光が、異様なまでに明るく、居並ぶ人々にそ

の影を落とし、白い河原の上に立つ前穂高の峰々も、もう安らかな眠りに入ったのであろうか…

ただ黒っぽいスカイラインをクッキリと夜空に投げかけていた。 

  8 月 4 日(晴) 

 夕刻、家族の方々の胸に抱かれて、五朗ちゃんの遺骨、山を下る。 

 
















